





































































































































（O'Donnell and Schmitter 1986）、それをゲーム理論で説明し、民主化のパターンを提示したプシェヴォ
スキーの研究（Przeworski 1991）、そして、南米の事例をもとに、エリートと大衆というアクターおよ
びそれらのアクターが用いた戦略が協調的であるか強制的であるかといった要素をもとに、「協定」「威圧」



















ミッターとカール（Schmitter and Karl 1994）によりいち早く提示され、民主化論で中心的な研究を行っ
たリンスとステパンも、南欧、南米、旧共産圏を対象として、その民主化移行だけではなく民主主義体制














（Collier and Levitsky 1997）として多くの政治学者が論じてきた。例えば、ダイアモンド、リンス、リプセッ










不在が指摘される。その他、「半民主主義（semi-democracy）」（Case 1993； Crouch 1993）、「不完全民
主主義（defective democracy）」（Croissant and Merkel 2004）、「部分的民主制」（McFaul 2002）などさ
まざまな形容詞を冠した「民主主義」が案出されている。この時代にはまだ、「自由民主主義の勝利」は
熱を帯びており、それらの政治体制は、制限のある民主主義
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体制論」の時期と区別した（今井2017：35、強調は筆者）。そしてこの2000年代以
降の時期、レヴィツキーとウェイの「競争的権威主義体制（Competitive authoritarianism ）」（Levitsky 
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、また選挙の実施
を強調することで『閉鎖的な』専制主義体制と区別する





































































































































個人独裁 No Yes 
選挙 No Yes 


















































政党の存在 選挙の実施 政党間競争 自由・公正な選挙 法の支配
自由民主主義体制 ○ ○ ○ ○ ○
選挙民主主義体制 ○ ○ ○ ○ ×
競争的権威主義体制 ○ ○ ○ × ×
覇権政党体制 ○ ○ × × ×
一党独裁制 ○ × × × ×


























































 ①自由民主主義体制（liberal democracy）、②選挙民主主義体制（electoral democracy）、③曖昧な体制（ambiguous regimes）、
④競争的権威主義体制（competitive authoritarian regimes）、⑤覇権的選挙権威主義体制（hegemonic electoral authoritarian 
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